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はじめに

ネーデルラントの画家でもあり、絵画論と伝記集を併
せた著書でも名高いカーレル・ファン・マンデル（1548-
1606）は、「イタリア画家列伝」（1603 年）の「現在ロー
マにいるその他のイタリアの画家たちの伝記」において、
ある種のネーデルラント人画家たちについて次のように
述べている。
「彼ら［ローマ在住のネーデルラント人画家たちの一
部］はたいてい、小さな銅板を前に座業し続けることに
なってしまう。［中略］というのも、そうした仕事は、よ
くある類のマリア像やほかの聖人や聖女たちの小さな画
像で、おきまりの型や様式であることを求められるから
だ。頭部にはしかじかの鼻や口の特徴を備え、袖には非
常に多くの皺や折り目を付け、毎回変わりばえのしない
同じものなのだ。彼らはそのために穴をあけた下絵の型
紙をもっており、それによって同種のものを何ダースも
制作したのである。しかし、インドを出港したスペイン
の船団がイギリスの海賊やその他の不運に見舞われ、ス
ペインへの輸出品が送り出せなくなると、ネーデルラン
ト人たちは非常に困ることになる。というのも、彼らの
ものを最もよく購入していたのはスペイン人だったから
だ。1」
スペインとネーデルラントの両国にとって外国である
イタリア、ローマにおいて、しかもネーデルラントとス
ペインが交戦中の当時にあってすら、ネーデルラント人
画家たちの作品を最もよく購入したのはスペイン人だっ
た、というこの記述は極めて興味深い。（同時に、誰もが
ただちに気づくように、ここには、創造性に乏しい作品
とその買い手に対する否定的な態度も表れている。だが、
この点については後で立ち返りたい）。
もちろんローマのみならず本国のスペインにおいても

ネーデルラント美術は熱心に収集されてきた。本稿でも
見ていくように、15 世紀以来、スペイン宮廷はネーデル
ラントの芸術家たちを繰り返しスペインに招来した。例
えば、現在のエストニアで出生しているものの、芸術伝
統としてはネーデルラント美術にルーツをもつミヘル・
シトウは1492年からカスティーリャ女王イザベルに宮廷
画家として仕え、さらにフアン・デ・フランデスがその
後に続いた。またステンドグラス作者のアルナオ・デ・
フランデスも彼らと同じ頃にスペインに渡り、複数の大
聖堂の窓を制作する。16 世紀半ばにはアントニス・モル
がグランヴェル枢機卿を介して宮廷画家となり、王家の
面々や廷臣たちの肖像画を多数手がけることになる。作
品の輸入については、さらに数多くの例が知られている。
プラド美術館に所蔵されるネーデルラント美術の名品群
からも明らかなように、ロヒール・ファン・デル・ウェ
イデン、パティニール、ヒエロニムス・ボッスなどの絵
画作品が、直接画家たちに注文されたり、あるいはネー
デルラントから持ち去られたりした。
こうした個々の作家の活動や、作品の入手の経緯など
は、それぞれに極めて興味深い。イタリアとネーデルラ
ントという美術の二大中心地からそれぞれに作家や作品
を呼び込み、とくに 16 世紀半ば以降、豊かな絵画伝統を
はぐくんでいくスペインにおいて、ネーデルラント美術
の果たした役割や影響は、さらに包括的に掘り下げて考
察されるべき問題であろう。また大航海時代を経たスペ
インは、大々的な布教と商業経済活動によって、ヨーロッ
パ美術のグローバルな規模での伝播を担っていくことに
なる。スペインにもたらされていたネーデルラント美術
は、まずはここから全世界へと広がっていったのである。
このように重要な複数の論点と関わりうるにもかかわ
らず、ネーデルラント・スペイン間の美術の交流につい
ては、これまで十分な紙数が割かれてこなかったように
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思われる。このことは、ネーデルラントとイタリアの間
の美術交流史が、早くから重厚な研究の蓄積を残してき
たのとは対照的である。本稿でも触れていくように、こ
うした状況には幾つかの理由が考えられるが、近年では、
歴史分野におけるスペイン・ネーデルラント間の相互交
流に関する研究の進展もあり、まとまった論集なども編
まれるようになってきた。とはいえ、スペインにおける
ネーデルラント美術の受容に関する全体像はいまだ明確
ではない。そこで本稿では、本格的な研究のための準備
的ノートとして、ネーデルラント美術とスペインの関係
を、まずはスケッチ的に寸描してみたい。その際、対象
となる時代の範囲はおおむね 15 世紀、16 世紀の 2世紀間
とする。
まず第 1章では、ネーデルラントとスペインの歴史的・
政治的関係を簡単に確認したうえで、冒頭にも挙げた
カーレル・ファン・マンデルのテクストから、スペイン
とネーデルラント美術の関係性にかかわる記述を拾い上
げていく。続く第 2章、第 3章では、スペインとネーデ
ルラント美術の関係の諸相を分類し、全体像の把握を行
いたい。人と作品の移動を切り分けてまとめることは難
しいため、おおよそ時代順の記述を行い、第 2章ではト
ラスタマラ朝時代を、第 3章ではハプスブルク家時代、主
にカール 5世（スペイン王としての在位 1516-1556）、フェ
リペ 2世（在位 1556-1598）期を概観していく。むろん、
数多ある事例の網羅的・包括的な提示は本稿の紙幅を大
きく超えるものであり、取り上げなかった、或いはいま
だ把握しきれていない事例も数多くあることは予めお断
りしておきたい。本研究ノートでは、今後の研究のため
の視座と展望を得ることを目的に、先行研究の確認なら
びにスペインにわたったネーデルラント美術の概要の把
握を試みるものである。

第 1章　  ファン・マンデルの語る「ネーデルラント
美術とスペイン」

歴史的・政治的前提　ネーデルラントとスペイン
本論に入る前に、ネーデルラントという複雑な成り立
ちをもつ地域、またその地域のスペインとの関係につい
て基本的事実をおさえておこう。地理的に見た場合、ネー
デルラントはほぼ現在のベルギー、オランダに該当する
が、政治的には、そのなかにホラント伯領、ユトレヒト
司教区、そしてブルゴーニュ公国など、複数の政体を含
んでいた。だが 1428 年にバイエルンのヤコバ（1401－
1436）とブルゴーニュのフィリップ善良公（1396－1467）
のあいだに結ばれたデルフト協定を皮切りにブルゴー
ニュ公が勢力を増し、15 世紀の半ばまでには、ブルゴー
ニュ公がネーデルラントの大部分を支配下に置くことに

なる 2。
フィリップ善良公の跡を継いだシャルル突進公（1433
－1477）の死後、その娘であったブルゴーニュのマリー
（1457－1482）と皇帝フリードリヒ 3世の息子、マクシミ
リアン（1459－1519）とが結婚し、ネーデルラントにハ
プスブルク家との関わりがもたらされることになる。一
方イベリア半島では、1479 年にカスティーリャ女王のイ
サベル（1451－1504）の夫であったフェルナンド（1452
－1516）がアラゴン国王に即位したことから、両王が統
治するカスティーリャ・アラゴン連合王国（スペイン王
国）が成立していた。このイサベルとフェルナンドの娘、
フアナ（1479－1555）が、マクシミリアンとマリーの息
子としてブルゴーニュ公国を継承したフィリップ美公
（1478－1506）と結婚した。1496 年のことである。翌年に
は、フアナの兄でアストゥリアス公のフアン（1478－
1497）と、フィリップ美公の妹マルグリット（1480－1530）
の縁談もまとまり、両家の間には二重結婚の絆が結ばれ
た。こうして、ネーデルラントとスペイン王国の間には
姻戚関係による繋がりが生まれたのである。
そして両国は、このフィリップ美公とフアナの間に生
まれた、のちの神聖ローマ帝国皇帝カール 5世（1500－
1558）（スペイン王としてはカルロス 1世）の統治によっ
て、同一の君主に統治されることになる。フィリップ美
公の死後、マクシミリアンは孫のカールの後見に当たる
とともに、自分の娘、先述のマルグリットをネーデルラ
ントの摂政に任命した。この任命は成人したカール 5世
によっても引き継がれ、彼女は 1507 年から 1530 年まで、
ネーデルラント 17 州の摂政を務めるのである（彼女の死
後は、カール 5世の妹にあたるマリア・フォン・エスター
ライヒ（マリア・デ・ウングリーア ; 1505－1558）がこの
任を引き継いだ）。そして、1555 年、カール 5世は息子
フェリペ 2世にネーデルラントの統治権を譲り、翌年に
はスペイン王も譲位する。
マルグリットはシャルル突進公の孫としてブルゴー
ニュ公国の血脈を引くばかりでなく、賢明な統治を行っ
たことで知られている。しかしその後、ネーデルラント
総督はスペイン色を色濃くしながら多くの問題を抱える
ことになり、周知の通り、1568 年にはネーデルラント諸
州がスペイン・ハプスブルク家の統治に対して反乱を起
こすに至る。冒頭に引用したファン・マンデルは、まさ
にスペイン－ネーデルラント間のこうした動乱の時代を
生きたのである。またこのように、ネーデルラントとス
ペインは使用言語や風土と言った点で遠く隔たっている
にもかかわらず、16 世紀には同じ君主の統治下におかれ
ていた―カール 5世にとっての生まれ故郷はフランド
ルである―という点にも留意する必要がある。
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ファン・マンデルの語る「ネーデルラント美術とスペイン」
①ネーデルラント美術のスペインへの持ち出し
とはいえ、ファン・マンデルも当時のネーデルラント
人たちも、自らのアイデンティティをスペインと結びつ
けることはなかった。ファン・マンデルにとってスペイ
ンは完全なる異国であり、とくに文化的・芸術的伝統と
いうことでは、当該地域の芸術家の伝記が収録されてい
るドイツなどの方が、よほどネーデルラントに近しいも
のと位置づけられている。
そうしたなかで、ネーデルラント美術とスペインとの
関わりという観点で、ファン・マンデルのテクストに最
も多く見られる記述は、ネーデルラントからスペインへ
の作品の持ち出しや流出に関する情報やコメントの類で
ある。「北方画家列伝」の冒頭を飾るヤン・ファン・エイ
クの伝記から、《ヘントの祭壇画》を所望したフェリペ 2
世が、ミヒール・コクシーにその模写を作らせた逸話や 3、
カール 5世の妹であるハプスブルク家のマリア（マリア・
フォン・エスターライヒ）が《アルノルフィーニ夫妻の
肖像》を手に入れたエピソードが登場する 4。同様に、ロ
ヒール・ファン・デル・ウェイデンの《十字架降架》と
その輸送中の船の沈没、そして奇跡的な作品の回収とい
う有名な逸話も語られる。このときにも、ミヒール・コ
クシーによる模写が作られ、元々ロヒールの作品があっ
たルーヴァンには、その模写が残された 5。しかし、スペ
イン王の力を持ってしても入手できなかった作品もあ
る。「近年没したスペイン王フェリペ2世は偉大なコレク
ターであったが、この作品［クエンティン・マセイス《キ
リストの死の哀悼》］を入手してスペインに運ばせようと
懸命の努力をした。しかし、どんな財宝を提示して約束
しようとも、きわめて礼儀正しく丁重に退けられ、却下
されてしまった。その卓越性によりこの作品はいつも護
られ、聖像破壊運動の愚かな破壊の手をも免れた 6。」
ここでフェリペ 2世が「偉大なコレクター」と述べら
れているように、ハプスブルク家による収集に関して、
ファン・マンデルは取りたてて悪し様に語ることはしな
い。報告には、常に相応の支払いや代替品の提供などが
付言されている。例えばヤン・ファン・スコーレルの《ア
ブラハムの犠牲》についても、フェリペ王はこれを購入
させて、その他の作品とともにスペインへと送らせたと
いうことが述べられる 7。入手の経緯は語られないが、作
品の質の高さが称賛されているケースもあり、ヒエロニ
ムス・ボッス、フィリップ・コーニンクスロー、そして
ヘンドリック・ホルツィウスらの伝記に、そうした事例
が認められる 8。また、偶像破壊運動の過程で失われてし
まったとされるフローリスの《聖母被昇天》が、実はス
ペインのエスコリアル宮殿に秘匿されているのではない
かという世間の噂についても報じているが 9、こうした

人々の想像は、スペイン王家によるネーデルラント絵画
の熱心な収集がよく知られていたがゆえに生まれたもの
であろう。
これに対して、スペイン人による作品の持ち出しに、明
らかに否定的な感情が伴った記述も見受けられる。アウ
ヴァーテルやファン・ヘームスケルクの伝記では、そう
した略奪や詐欺による作品の流出が嘆かれている 10。彼
らの伝記では、ハールレム包囲（1572－73 年）の折の出
来事としてこうした略奪行為が語られているため、ファ
ン・マンデルは同市の人々から直接こうした簒奪に関す
る情報を聞いたに違いない。また、こうした需要に応え
た商人に関する情報も載せられている。ミヒール・コク
シーの伝記を見てみよう。「最初にして最重要の作品が、
ブリュッセルから 2、3マイル離れた郊外のアルセンベル
フにある主祭壇画である。《磔刑》の大作で、技に優れた
作品であった。そのためそれを一目見ようと、しばしば
ブリュッセルからも多くの芸術家たちがやってきた。こ
の素晴らしい作品はネーデルラントの動乱のときに、
トーマス・ウェリーとかいうブリュッセルの商人によっ
てスペインに持ち去られ、フェリペ王のコレクションの
ためにグランヴェル枢機卿へ売却された。この同じ商人
の手で、さらに多くの見事な作品が、ネーデルラントか
らスペインへと運びだされた。ブリュッセルの聖ギュ
ドゥル教会にも、コクシーの手になる《聖母マリアの死》
があった。これもきわめて重要な作品であったが、ここ
で買いたたかれ、スペインで目をむくような高値で取引
された。」こうした語り口をみれば、ここに、ネーデルラ
ントの作品を安価に入手し、スペインにて高値で売る行
為に対する言外の非難が込められていることは明らかで
あろう。
また、上記のように「スペインに持ち帰る」というこ
とが明白なもの以外に、おそらくはネーデルラント在住
のスペイン人が作品を注文／購入するという事例も報じ
られている。挙げられている例は 2つと少ないが、その
2例の位置づけは対照的である。フローリス伝では、彼の
没時にスペインの騎士団教区長のための大作《磔刑》と
《キリストの復活》が制作中だったことが述べられるが11、
これはサイズも大きく、明らかに重要な注文制作として
位置づけられている。一方で、ファン・マンデルの師匠
ピーテル・フレリックの伝記には、ミヒール・ジョンコ
ワという画家が登場する 12。そしてこのジョンコワは、
ローマでは同じ下絵を使い回して銅板に宗教画の小品を
制作し、それがスペイン人たちに好まれて、かなりの収
入を得ていたと紹介されるのである。本稿の冒頭で紹介
したイタリア画家列伝の一節と同様の内容を伝えるエピ
ソードだが、ここでファン・マンデルが、尊敬する師匠
に対して嫌がらせをした人物としてこの画家を特徴づけ
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ている点にも注目しておきたい。創造性に乏しい量産型
の作品を制作していると紹介されるところからも明らか
なように、こちらは既製品としてオープン・マーケット
に出て行くタイプの作品だったと想像できる。狭量な人
物が量産型で制作する低質な、しかし敬 な図像の作品。
こうしたものを好むのがスペイン人だったとでも言わん
ばかりの語り口である。次章でも見るように、ネーデル
ラント在住のスペイン人たちは、時として絵画作品を注
文することもあれば、マーケットで既製品としての作品
を入手することもあった。フローリスとフレリックの伝
記で語られたこれらの事例は、そうした当時の状況のな
かでも、それぞれハイエンドとローエンドの層に対応し
た記述とみることが出来るだろう。
このように顧客としてのスペイン人と日常的な接触が
あったなかで、ヒリス・モスタールトの伝記には、この
画家が、相応の支払いをしないスペイン人顧客に対して
いたずらをしかけ、いっぱい食わせるエピソードも登場
する 13。スペイン人が注文していた聖母マリア像を、可
逆性のある仕方で部分的に塗り重ねて、ふしだらな様子
の女性に変えてしまうのだ。裁定にあたった大公エルネ
ストも画家の肩を持ち、モスタールトは態度の大きなス
ペイン人に対して勝利を収める。こうしたエピソードは、
おそらくネーデルラントでスペイン支配に対して広まっ
ていた鬱憤や日常的に見られた軋轢による不満を解消す
る格好の機会だったに違いない。また間接的ながら、ス
ペイン人の宗教画志向もほのめかされているように思わ
れる。
ファン・マンデルが語るスペイン人による作品の入手・
持ち出しは、ハプスブルク家による正当な入手の経緯や
当該作品の質の高さ、スペイン兵らによる略奪や詐欺と
いった手段での作品流出、あるいはネーデルラントを舞
台とした日常的な商取引など、当時の様態の諸相をよく
表していると言える。そして次項でも見るように、そこ
には時としてスペイン人に対する否定的な心情も見え隠
れするのである。

②スペインに渡った画家たち
前項では作品の移動についてみたが、ファン・マンデ
ルのテクストには、スペイン宮廷に使えた、もしくはそ
の他の理由でスペインに渡った画家・職人に関する情報
やコメントも散見される。ファン・マンデルは、ベルナー
ルト・ファン・オルレイ、ピーテル・クック・ファン・
アールスト、ヤン・コルネリスゾーン・フェルメイエン、
アントニス・モル、ヨーリス・ファン・ヘント 14、マヨ
ルカ職人のヤン・フローリスらを、スペイン王に仕える
芸術家として紹介している。（ただしファン・マンデルは
カール 5世について言及する際には、「われらが皇帝」な

どと呼び、フェリペ 2世にするときのようにスペイン王
という肩書きを強調することは少ない。）射手や技師な
ど、直接的に絵画や彫刻を生かした活動ではないにせよ、
ダミアーン・ファン・デル・ハウデやヤーコプ・ケテル
など、やはりスペイン王に仕えたということが特記され
る人物は他にもいた。さらにハプスブルク家の他のメン
バーやアルバ公などスペインの高官に仕えたり、彼らの
ために絵を制作したりした話題はほかにも確認できる。
例えばヤン・モスタールトは、先述したネーデルラント
の摂政マルグリット（・ドートリッシュ）に宮廷画家と
して仕え、彼女の移動に付き従ったと語られている。
なかでも印象的なのは、ヴィレム・ケイの死の語られ
方だ。彼は、ネーデルラント総督を務めたアルバ公（フェ
ルナンド・アルバレス・デ・トレド、1507－1582）の肖
像画を制作中に、エフモント伯らの死刑判決を知ってし
まい、その精神的苦痛から亡くなったというのである。
ファン・マンデルはこのエピソードに続けて、アルバ公
の残忍な形相こそがケイの死に繋がったとする世間の噂
についても（否定しつつ）紹介する 15。またフェリペ 2世
の宮廷画家を務め、王から高く評価されたモーロの伝記
でも、王からの信頼を妬まれたモーロがスペイン宮廷を
逃れて帰国し、その後は王からの再々の呼び戻しにも応
じず、ネーデルラントで余生を送ったと報じられてい
る 16。このようなモーロとケイの伝記を読むと、（決して
君主の権威を否定せず、やはり君公からの評価を画家に
とっての一定の名誉として語りつつも）、ファン・マンデ
ルがとりわけ敵対国の君主や高官に仕えることのデメ
リットを大いに意識していた様子が伝わってくる 17。こ
の点についてより正確に述べるならば、優れた摂政をお
いたカール 5世に対する心情と、フェリペ 2世に対する
それとのあいだには懸隔があることも窺える。フェリペ
2世に対してアンビヴァレントな感情が垣間見られる一
方で、カール 5世に対してはネガティヴな側面がほのめ
かされることはない。例えばフェルメイエンがカール 5
世に仕えたことは、ひたすら名誉で喜ばしいこととして
記述されるのである 18。
また同様に反乱以降のスペインに対する否定的な気持
ちを窺わせるのが、ヨース・ファン・クレーヴとオットー・
ファン・フェーンそれぞれの伝記に著された、フェリペ
2世に対する態度の描写である。彼らはいずれもスペイン
王に仕えはしなかったが、この問題について対照的な態
度を見せているのである。ヨース・ファン・クレーヴは、
モーロに頼んでフェリペ 2世に自らの芸術を売り込もう
として失敗する 19。そしてこのことでモーロに罵詈雑言
を浴びせるばかりでなく、その言動がますます常軌を逸
していくさまが紹介されるのである。一方で、アルベル
ト大公夫妻に仕えるオットー・ファン・フェーンは、ス
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ペイン王、フランス王、神聖ローマ帝国皇帝らからの招
聘も断ってネーデルラントで活動していることが報じら
れるが 20、こちらに関しては、人物についても画技につ
いても終始肯定的な口調で語られているのである。
また、宮廷画家として以外にも、スペインに滞在した
ということが幾人かの画家の伝記で報じられている。具
体的には、スペインからインドに渡ったとされるマール
テン・ファン・クレーヴ（子）、1560 年代にスペインに滞
在したフフナーヘル、スペイン沖で難破を経験したコル
ネーリス・フロームなどだ 21。彼ら以外にも、多くの画
家がスペインに渡っていたであろうことは、フローリス
伝で弟子たちのことを語るくだりで、「スペインをはじめ
その他さまざまなところに散っている優れた画家たちに
ついては、芸術と名声が伝わるにまかせたい」と述べて
いることにも表れている 22。さらに、画業の初期にスペ
インに渡り帰国しなかった者たちについては、当然のこ
とながら情報が得られた可能性も低く、またファン・マ
ンデルの関心を引くこともなかったであろうことは想像
に難くない。ファン・マンデルは、ヨーロッパ各地にお
けるネーデルラント人画家の活躍を折に触れて記録して
おり、このヨーロッパ内におけるネーデルラントの芸術
家の遍在性を、ネーデルラント美術の特質のひとつと捉
えていたようにさえ思われる。そうしたなかで、スペイ
ンの語られ方は、芸術の中心地として常に意識されてい
たイタリアとはやはり異なり、ネーデルラント人画家に
とっての活躍の場のひとつ以上のものではなかったよう
に思われる。そもそもファン・マンデルは、スペイン絵
画に対して全く情報や興味を示していない。それどころ
か既に見てきたように、スペイン側からの需要について
は意識しながらも、敵対する相手をパトロンとすること
に関して、アンビヴァレントな感情が記述にも見え隠れ
する。次章で見ていくように、実際には興味深く意義あ
る研究課題が多く存在しながらも、スペインとネーデル
ラント絵画の関係が体系的に取り上げられてこなかった
原因のひとつは、ネーデルラント側のこうした複雑な感
情と、それが歴史記述に落とした影響に求められるよう
に思われるのである。

第 2章　  初期ネーデルラント絵画の魅力　
―トラスタマラ朝期のスペイン

さて第 1章では、ファン・マンデルによる記述を確認
し、とくに彼がスペインに対して抱いていた複雑な心情
を浮彫りにしてきたが、彼の記述や認識は、歴史的事実
をどの程度反映しているのだろうか。また、作品や人の
移動の全体像はおおむね如何なるものだったのだろう
か。以下では、ネーデルラントからスペインへの人と物

の移動を中心に、基本的な状況を確認しておくことにし
たい。
まず特記すべきは、ヤン・ファン・エイクが 1427 年、
28 年にスペインとポルトガルを訪問しているという事実
であろう 23。27 年には、アラゴン王アルフォンソ 5世の
宮廷を訪れて縁談を取りまとめようとするが、この交渉
は失敗に終わった。しかしこのとき、王はファン・エイ
クの絵画に魅了され、31 年には宮廷画家のルイス・ダル
マウをフランドルに派遣した 24。これがスペインにおけ
るヒスパノ・フレミッシュ様式の端緒となったと考えら
れている。翌年には、ポルトガルのジョアン 1世の娘の
イザベラとフィリップとの婚礼を取りまとめる目的でポ
ルトガルに赴き、イザベラの肖像画を 2点制作したとい
うことが記録に残されている 25。写真のない時代、画家
が外交使節に同行することが多くの面で有用であったこ
とは想像に難くない。1420 年代はヤン・ファン・エイク
の画業においてはいまだ初期とは言え、アルフォンソ 5
世がヤンの芸術に惹かれたということも頷ける。このよ
うに、外交とそれに伴う美術作品の知識の伝播が、スペ
インにネーデルラント美術が流入していく最初の一歩で
あった。またこのときにネーデルラントに派遣されたダ
ルマウは、確かに初期ネーデルラント絵画の図像や様式
をスペインに持ち帰ったのである【図 1】26。
一方で、15 世紀当時からスペインに所蔵されていた初
期ネーデルラント絵画としては、やはりロヒール・ファ
ン・デル・ウェイデンの《ミラフローレス祭壇画》【図 2】

図１　  ルイス・ダルマウ《参事会員たちの聖母》1445 年、板にテンペラ、
285×310cm、バルセロナ、国立カタルーニャ美術館
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―聖母の図像を集めた三連画―が最もよく知られる
例だと言えよう。この作品は、カスティーリャ王フアン
2世が父エンリケ 3世の遺志を受けて（既存のミラフロー
レス宮殿に併設するかたちで）建造したカルトゥジオ会
修道院に、1445 年に贈ったものだと考えられている 27。
1452 年には元々の宮殿部分が焼失してしまい、1454 年 5
月から再建工事が始まった。リードは、マリアとヨハネ
というカルトゥジオ会の聖人としての組み合わせや図像
上の関連性などを根拠に、ロヒールの作品群のなかで唯
一これと似たアーチ型のトロンプ・ルイユ的な枠組みを
持つ《聖ヨハネ三連画》が、この再建時に《ミラフロー
レス祭壇画》と組み合わせる意図をもって注文され制作
されたという説得力のある説を発表した 28。この説が正
しいとすると、15 世紀半ばのカスティーリャにロヒール
の三連画が2点存在したと言うことになるばかりでなく、
《聖ヨハネ三連画》に関しては、スペインからネーデルラ
ントに作品の図像等も含めた注文がなされたということ
になる。ロヒールの息子コルネイユは1450年頃にネーデ
ルラントでカルトゥジオ会に入会しており 29、注文経路
に関しても興味をそそられるところである。いずれにし
ても、ミラフローレス祭壇画がカスティーリャの絵画に
及ぼした影響は大きく、例えばフェルナンド・ガリェー
ホは、ロヒールの中心画面のピエタに基づいて自身の《ピ
エタ》【図 3】を制作している 30。
このように、カスティーリャ王家と関わりの深いミラ
フローレス修道院にロヒールの作品が贈られた背景とし
ては、ネーデルラント絵画の国際的な名声に加え、カス
ティーリャ、なかでもとりわけブルゴスとブリュージュ
との密接な結びつきがあったことが挙げられる 31。カス
ティーリャの羊毛がブリュージュにもたらされ、一方で

ネーデルラントからは毛織物や奢侈品の輸入が行われ
た。既に1343年にはフランドル伯がカスティーリャ商人
たちに諸特権を付与しており、フィリップ善良公は 1428
年にネーデルラントにおけるカスティーリャ商人ギルド
の人事権をフアン 2世に認めている 32。両国の間には活
発な商取引に伴う人と物の交流があり、それがネーデル
ラント絵画のスペインへの移入に大きく貢献したのであ
る。
こうした商取引のためにネーデルラントに居住するス
ペイン人たちのなかには、ファン・マンデルの記述にも
見られたように、同地で芸術作品を購入する者もいた。こ

図２　ロヒール・ファン・デル・ウェイデン《ミラフローレス祭壇画》板に油彩、各パネル 71 x 43 cm、ベルリン国立絵画館

図３　  フェルナンド・ガリェーホ《ピエタ》1470 年頃、板にテンペラ、
118×122㎝、マドリッド、プラド美術館
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こで取り上げておきたいのは、ブルゴス出身の商人、フ
アン・デ・セダノによる祭壇画の注文である。彼は、ヘ
ラルト・ダーフィットに 2点の作品を注文している。《セ
ダノ祭壇画》【図 4】はそのうちの一点で、翼画には彼な
らびに家族の肖像と、紋章とが描き込まれている 33。翼
画や聖母子の姿に、ヤン・ファン・エイク的な要素の積
極的な活用が認められる作品である。《セダノ祭壇画》は、
ブリュージュでも展示された可能性があるが、最終的に
はスペインに送られ、ベニート・ガッリーハ家の所有に
なった。また、メムリンクも、《奏楽天使に囲まれた救世
主キリスト》を 34、スペイン、ナヘラのサンタ・マリア・
ラ・レアル修道院の主祭壇として制作している 35。
こうした活発な注文・収集に、先にも述べたスペイン
王国とブルゴーニュ公国間の二重結婚がいっそうの拍車
をかけた。婚姻に関わる交渉や準備のために、スペイン
から外交官たちがネーデルラントを訪れ、そのなかには
作品を購入する者もいたからである。たとえばそのうち
のひとり、フランシスコ・デ・ロハスは、4度もネーデル
ラントを訪れており、自身の紋章の入れられた聖務日課
書をイザベラに献呈した 36。同様に、フアン・ロドリゲ
ス・デ・フォンセカも 15 世紀末から 16 世紀初頭にカト
リック両王の使節として3度フランドルを訪れている。彼
の主な任務は、フアナとフィリップ美公のスペインへの
帰国を手配することだった。1505 年、フォンセカは、当
時ブリュッセルの宮廷にいた画家ヤン・ユスト・ファン・
カルカー（Jan Joest van Kalkar）に、《聖母の七つの悲し
み》を注文している。また彼は、パレンシアの大聖堂に、
ブリュッセル産のタペストリー 4点を寄贈してもいる 37。
さらに、廷臣ディエゴ・デ・ゲバラ（c. 1450-1520）【図
5】も忘れてはならない。シャルル突進公の侍従、フィ
リップ美公、マルグリット・ドートリッシュ、カール 5
世の家令を務めた彼は充実したコレクションを有してお
り、《アルノルフィーニ夫妻の肖像》を含むヤン・ファ

ン・エイクの作品を所有していたほか、ミヘル・シトウ
やヒエロニムス・ボッスの作品も所有していた。彼の息
子フェリペ（c.1500-1563）が残した絵画に関する手稿『絵
画に関する所感（Commentarios de la Pintura）』は 1788 年
にアントニオ・ポンスによって出版されており、初期ネー
デルラント絵画に対するゲバラの高い関心をよく伝える
ものとなっている 38。
イザベラ、フェルディナンドのカトリック両王の統治
下では、このように、ネーデルラント絵画の人気がます
ます高まっていった。女王のイザベラ自身が、定期的に
ネーデルラント絵画を購入していたのみならず、ミヘル・
シトウとフアン・デ・フランデス【図 6】39 という 2人の
画家を自身の宮廷画家として召し抱える 40。彼らの活動
と作品も、ネーデルラント美術とスペインの関係を考え
る上では重要なテーマだが、ここでは紙数の都合もあり、
詳細には立ち入らない。エインズワースは他にも、バレ
ンシアに移住したローデウェイク・アリンクブロートと
その息子のヨーリス、ビルバオに移ったコルネーリス・
ブロミン、グラナダでの仕事をきっかけに没するまで同
地にとどまったペトルス・クリストゥス 2世など、スペ
インに渡ったネーデルラント人画家の名を挙げている41。
またブラウンによれば、ディエゴ・デ・ラ・クルス（1482-
99 年に活動）も、スペイン名で知られているものの、ロ
ヒールやヒューホー・ファン・デル・フースに関する広

図４　  ヘラルト・ダーフィット《セダノ祭壇画》1490 年頃、中央画面
97×72㎝、ルーヴル美術館

図５　  ミヘル・シトウ《ディエゴ・デ・ゲバラの肖像》板に油彩、
33.6×23.7 cm、ワシントン、ナショナル・ギャラリー
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範な知識を有していることから、フランドル出身ではな
いかと推測されている 42。このように、多くのネーデル
ラント人画家がスペインに活躍の場を求めてやってきて
いたのである。
今後の研究・考察にあたって留意していかねばならな
いのは、ひとくちにスペイン人による注文といっても、在
ネーデルラントのスペイン人による作品注文や購入と、
スペインのスペイン人による作品注文や購入の両方が
あったということである。ネーデルラントでスペイン人
が発注した作品のなかには、ブリュージュの教会に設置
されたステンドグラスの窓や礼拝堂装飾のように同地に
とどまり続けるものもあれば 43、その後、本国に持ち帰
られるものもあったことは言うまでもない。ダーフィッ
トの《セダノ祭壇画》をはじめとする多くの作品が、お
そらく一定期間ネーデルラントの環境のなかに置かれ、
その後、スペインに渡るという経緯を経ているが、同時
に当初からスペインの環境を念頭に置いて制作された作
品もある。こうした設置環境の相違が、図像、様式、形
式上の変化につながったのかどうか、そうだとすれば如
何なる傾向が見て取れるのか 44、こうしたことも、今後
さらに精査すべき問題かもしれない。いずれにしても、ト
ラスタマラ朝期のスペインにおいては、外交や商業に基
づく両国の密接な関係に伴って、同時代のネーデルラン
ト絵画に対する需要の高まりがあったことが見て取れ

る。15 世紀のネーデルラント・スペイン間の美術品取引
については残された文書記録の少なさから、確実な事実
を突き止めることが難しいが、個別の事例を積み上げて
いくことによって、少しずつ全体像の把握に迫るしかな
い。

第 3章　ハプスブルク家と関わる芸術家たち

ネーデルラントからスペインへの作品の移動・輸出は、
16世紀に入ってもますます順調に継続されていく。16世
紀半ばまでには、祭壇画の輸出を専門とするスペイン人
商人が少なくとも 6人おり、1553 年の記録では、アント
ウェルペンからイベリア半島に出航する諸船に積載され
た絵画は 4トン以上、タペストリーは 7万ヤード近くに
上ったという 45。また、16 世紀の現象として注目すべき
は、版画の流通である。ポラスの研究によれば、マール
テン・デ・フォスの図案を版画化していた出版業者のな
かには、ヤン・バプティスタ・フリントのようにスペイ
ンをターゲットにスペイン語の銘文を入れて作品を制作
していた者もおり、反乱やスヘルデ河の封鎖にもかかわ
らず、ルーアンやカレーなどを経由して、スペインに作
品を送り出す販路が確保されていたという 46。このよう
に扱われるメディアが広がると同時に、1540 年にアント
ウェルペンの絵画パントが開設されると、作品の質の裾
野も広がり、低価格帯の絵画群もより幅広く取引の対象
になっていった。こうした状況のため、以下では同時代
の個別の作品の移動について述べることはせず、芸術家
たち自身の移動や宮廷画家としての活動を中心に見てい
くことにしたい。
ファン・マンデルは、カール 5世に仕えた画家として、
ベルナールト・ファン・オルレイ（1487－1541）の名を
挙げていたが、実際にはファン・オルレイはネーデルラ
ント総督の宮廷画家であり、マリア・フォン・エスター
ライヒとマルグリット・ドートリッシュに仕えたものの、
カール 5世からの直接の注文は知られていない 47。これ
と同様の情報の混乱は、近年になっても見られる。ある
画家がハプスブルク家に仕えたことは明らかでも、いつ
誰によって正式に雇用されたかが不分明であったり、や
や不正確に「スペイン王の画家」と呼ばれたりするケー
スが散見されるのである。そうしたなかで、実際にカー
ル 5世に雇用されたネーデルラントの画家は、任期短く
して没したピーテル・クッケ・ファン・アールスト、ヤ
ン・コルネリスゾーン・フェルメイエン（c. 1504-1559）
である。とくにフェルメイエンは、1534 年 6 月 8 日まで
には確実にスペインに渡っており、翌年の 6月 14 日には
カール 5 世のチュニス遠征に同行する従軍画家となっ
た 48。この経験は、後の版画作品や、とりわけ《チュニ

図６　  フアン・デ・フランデス《キリストの誘惑》1500 年頃、
ワシントン・ナショナル・ギャラリー
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ス遠征》のタペストリーの下絵に結実していった。遠征
は 1535 年 8 月に終了するが、フェルメイエンはその間に
精力的に素描を制作したと思われる。遠征終了後、次に
確実に彼の所在が明らかになるのは1539年 3月にスペイ
ンのトレドにいたという記録だが、この間の数年間につ
いては、イタリア美術からの影響が顕著になることから、
イタリア滞在の可能性も示唆されている 49。いずれにし
ても、フェルメイエンはその後もカール 5世に仕え、宮
廷画家として多彩な活動を展開することになる。
このようなフェルメイエンの重用に意を強くしてか、
同じ頃、宮廷画家としてではないが、活路をスペインに
見出した画家たちがほかにも存在した。例えばピーテル・
デ・ケンペネール（スペイン名ペドロ・デ・カンパーニャ）
という画家は、1503 年頃にブリュッセルで生まれ、アン
トウェルペンでの活動を経て1537年にセビリアに移住し
ている。1547 年頃からは重要な注文を手がけ始めるよう
になり、1555 年にはセビリアの大聖堂に《お浄めの祭壇

画》【図 7】を制作した。1562 年頃にネーデルラントに帰
国し、タペストリーのデザインを手がけるようになる 50。
またジーリクゼー出身のフェルディナント・シュトゥ
ルム（c.1515-1556）は、上述のケンペネールと同年の 1537
年にセビリアに到着し、1556 年の死に至るまでスペイン
で活動した。作品にはヤン・ファン・スコーレル等、前
世代のネーデルラント絵画から受け継いだ特徴がよく表
れている【図 8】。彼らは数十年にわたる長期間スペイン
に滞在し、受注した重要な作品も現存しているため活動
が現在に伝わっているが、活動期間や作品の重要度、記
録の逸失などの原因により我々の知るところとなってい
ないネーデルラント出身の画家が、これ以外にもスペイ
ンで活動していたであろうことは疑いを容れない。
一方、カール 5世との関わりがあったかどうかは判然
としないが、明らかにマリア・フォン・エスターライヒ
とフェリペ 2世に仕えた宮廷画家がミヒール・コクシー
（1499-1592）である 51。カール 5世との関係にかんして混

図７　ピーテル・デ・ケンペネール《お清めの祭壇画》1555 年、セビリア大聖堂
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乱を招いてきた要因の一つは、1555 年にマリアとカール
5世がともに退位してスペインに居を移した際、カール 5
世の所有品として持ち帰られた作品のなかに、4点のコク
シー作品が含まれているということであろう。しかしこ
れらの入手の経緯は知られておらず、マリアからの贈り
物であった可能性も考えられる。そのマリアのための最
初の仕事として知られているのは、1548 年から 49 年にか
けて、バンシュの居城に制作したフレスコ画である 52。ま
た 1549 年にはフェリペ 2世が彼女のもとを訪れている
が、そのときまでには、マリアがコクシーに注文したロ
ヒールの《十字架降架》の模写は完成していたと思われ、
オリジナル作品はバンシュにあった。このときの知識が、
後にフェリペがコクシーにヤン・ファン・エイクの模写
を命じることにつながったものと推測されている 53。
コクシーについてここで確認しておきたいのは、ハプ
スブルク家が彼に求めた2つの側面である。既にバンシュ
におけるマリアのための仕事に、この 2側面は揃って表
れており、それがフェリペ2世にも引き継がれていく。ひ
とつは、初期ネーデルラント絵画の名品の模写である。上
述のロヒール作品に加え、ヤン・ファン・エイクの《ヘ
ントの祭壇画》の模写という大事業がコクシーに命じら
れた。その模写では、「キリストの騎士たち」の画面のな
かに、カール 5世とフェリペ 2世（とおそらく画家自身）
が描き加えられている 54。このように、模写のなかにオ
リジナルの部分を混ぜながらも、全体として違和感を覚
えさせないほどに初期ネーデルラント絵画の技法と様式
を使いこなせることが、コクシーが後世にその名を遺し
た理由のひとつであった。
一方で、バンシュの居城にフレスコ画―当然ネーデ

ルラントでは一般的でなかった―を制作してみせたよ
うに、イタリア絵画の技法や様式をネーデルラントにも
たらしたこともコクシーの大きな貢献のひとつであり、
それがハプスブルク家によるコクシーの重用につながっ
たと考えられている 55。実際に、上述の模写以外のコク
シーの作品は、ラファエロやティツィアーノなど、盛期
ルネサンスのイタリアの画家たちの様式に倣ったもので
あった。先に述べた通り、スペインへの転居時にカール
5世はコクシーの作品を所有していた。そればかりでな
く、その際の目録からは、ティツィアーノとコクシーの
作品それぞれ 2点ずつが組み合わされて【図 9、図 10】56、
2 つの二連画が形成されていたことも知られている 57。
カール 5世ならびにハプスブルク家がティツィアーノ作
品に対して抱いていた高い評価に鑑みて、これはコク
シーに対する一定以上の評価を意味していたに違いな
い 58。
しかしこのようなコクシーの評価やティツィアーノの
扱いからも明らかなように、マリア・フォン・エスター
ライヒやフェリペ 2世は、初期ネーデルラント絵画の選
りすぐりの名品は別にして、明らかなイタリア美術志向
を有していた。あるいは、スペインが自らの支配地であ
るネーデルラントの美術から得ようとしていた価値の内
実が、この頃から変化し始めていたとも言えるだろう。つ
まり彼らは、過去の名品か、さもなくばネーデルラント
を経由した「イタリア美術」をネーデルラント人画家の
作品のなかに求め始めていたように思われるのである。
しかし、鋭い観察眼と写実的な筆致を持ち味とする
ネーデルラントの画家たちは、肖像画家としては抜きん
でた腕を誇った。そうしたなかで、フェリペ 2世に取り

図８　フェルナント・シュトゥルム《聖女ユスタと聖女ルフィーナ》1555 年、セビリア大聖堂、福音書記者礼拝堂祭壇画
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たてられていくことになったのが、アントニス・モル（c. 

1517-1577）である。モルはヤン・ファン・スコーレルを
師として学び、とりわけアラス司教アントワーヌ・ペル
ノー・ド・グランヴェル（後のグランヴェル枢機卿）の
庇護を受け、ハプスブルク家の周辺で活動を積み重ねて
いった。1549 年にはフェリペ 2世から「アラス司教の画
家アントニオ・モル」に対して、200 黄金ドゥカートの支
払いがなされている59。1554年12月にはメアリー・チュー
ダーの肖像を描くためにイギリスに呼ばれるが、このと
きフェリペはロンドンで、モルを自身に仕える画家とす
る任命書に署名している 60。1559 年には王付の画家とし
てスペインに渡り、1561 年にはネーデルラントに戻った
が、その後も遠隔でフェリペからの注文に応えたのであ
る。
しかし既に見たように、この頃からスペインとネーデ
ルラントの関係は悪化の一途を辿っていく。そして、17
世紀の初頭にファン・マンデルが自著を執筆していたと
きには、モルやケイの伝記に見たように、対スペイン感
情も決して好ましいものではなくなっていた。
モルの活動については、幸い2007年にジョアンナ・ウッ
ドールによるモノグラフが刊行され、作品や活動に関す
る情報がまとめられているので、ここではこれ以上の詳
細には立ち入らない。一方で、第 1章でも見たように、絵
画に強い関心を示したフェリペ 2世の収集活動は多岐に
わたり、その全貌はいまだ明らかになっているとはいえ

ない。とりわけ本稿でも触れたように、カール 5世と比
較した場合、フェリペ 2世は同時代の作家に作品を注文
することに加えて、積極的に初期ネーデルラント絵画や、
少し前の時代の名品を手に入れようと試みていた。そし
てそれらを、最も代表的な事業としては、エル・エスコ
リアル修道院の装飾事業に用いていくのである。エスコ
リアル修道院には、幾度かに分けて作品がもたらされた
が、その最初の機会に、19 点のティツィアーノ作品に加
えて、《東方三博士の礼拝》や《干し草車の三連祭壇画》
などを含む 4点のボッス作品、さらにロヒール・ファン・
デル・ウェイデンやパティニール作品が送られている。
フェリペ2世の手がけた事業は規模が大きいこともあり、
情報の整理と明確な解釈が困難ではあるものの、彼がお
こなった意識的な外国人画家の招聘や、各種装飾事業に
おけるネーデルラント人画家およびその作品への期待な
どについては、今後さらに検討すべきテーマである。

以上、略述してきたことにより、ネーデルラントとス
ペインの美術交流についての大まかな見取り図が得られ
るとともに、初期ネーデルラント絵画が直接的な愛好、欲
望の対象だった 15 世紀と、古画の名品以外はイタリア美
術志向がネーデルラント人画家の活動にも投影されてい
く16世紀とのコントラストがある程度浮彫りに出来たの
ではないかと思われる。その一方で、ネーデルラントか
らスペインへと向かう作品と人の移動に絞っただけで

図９　ミヒール・コクシー《十字架を担ぐキリスト》プラド美術館 図 10　ティツィアーノ《悲しみの聖母》大理石に油彩、プラド美術館
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も、未だ全貌が見通しきれてはいない研究状況にあるこ
とも事実である。さらにそうした移動の先で、ネーデル
ラント美術とスペイン美術とが相互にどのような影響を
及ぼしあったのか、ネーデルラントの画家たちはスペイ
ン人顧客やマーケットを如何に意識したのか、あるいは
様々な社会階層のスペイン人受容者が、ネーデルラント
美術を如何なるものと捉え、それに対してどのような期
待を抱いていたのか、エスコリアル修道院のような国家
的事業のなかでそれに何を託したのかということなど
は、この先にある論点の数々である。本研究ノートはそ
のための最初の一歩として、概要の整理に努めてきたが、
時間と紙数の都合もあり、未だ極めて不十分な状態にと
どまっている。今後、さらに情報を収集し、スペインと
ネーデルラント美術の関係に関する認識を深めたい。
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